
 幼稚園で読み聞かせや図書環境整備を行いました！ 

 さくら幼稚園では、クラスごとに 2 冊ずつ読み聞かせを行いました。これまでは全クラスを前に読み聞

かせや手遊びを行っていましたが、今回は年齢に合わせた絵本を少人数で楽しむ機会となりました。 

 りす組(年少)さんには言葉づかいや絵がおもしろい絵本、うさぎ組(年中)さんには大胆な構図の絵が迫力

のある絵本、ぞう組(年長)さんには季節感やストーリー性のある絵本をそれぞれ選びました。また、2冊の

うち 1冊は幼稚園の蔵書から選びました。 

 

〈今回読んだ絵本〉 

 り す 組『おきにいりのしろいドレスをきてレストランにいきました』(公民館蔵書) 

渡辺 朋／作  高畠 那生／絵  童心社 

     『パンダ ともだちたいそう』(幼稚園蔵書)いりやま さとし／作 講談社 

 うさぎ組『はっきょい どーん』(公民館蔵書)やまもと ななこ／作 講談社 

     『しめしめ』(幼稚園蔵書)丸山 誠司／作 光村教育出版 

 ぞ う 組『おせち』(公民館蔵書)内田 有美／文・絵 満留 邦子／料理 三浦 康子／監修 福音館書店 

     『かぼちゃスープのおふろ』(幼稚園蔵書)柴田 ケイコ／作 小学館 

 

 裏磐梯幼稚園では、先生方と一緒に廊下の本棚を整理しました。 

経年劣化した本を除き、棚を拭き掃除しながら絵本を並べなおし 

ました。何冊かは本立てを使って表紙が見えるようにディスプレ 

イしました。   

 書架整理後は、子どもたちが意識して本を元の場所に戻すように 

なったそうです。これからもたくさん絵本を手に取ってほしいと 

思います。 

オニはそと！福はうち！ 

「鬼は外！」の鬼ですが、鬼が出てくる絵本はたくさんあります。ここでは、おもしろい鬼が出てくる絵

本を紹介します。 

『オニのサラリーマン』シリーズ 文/富安陽子 絵/大島妙子 福音館書店 

 じごくカンパニーに勤めるオニのサラリーマン、オニガワラ・ケン。こつこつ仕事を 

頑張る毎日ですが、時には出張に行ったり、運動会に参加したりします。生活感にあふれ、 

軽快な関西弁を話すケンさんの日常に思わず笑ってしまいます。 

『オニじゃないよおにぎりだよ』作/シゲタサヤカ えほんの杜 

 この絵本によるとオニの好物はおにぎりなのだとか。しかも食べるだけでなく作るのも 

大得意。人間たちにおいしいおにぎりを食べさせてやろうと街に出かけますが…。オニ 

たちの勘違いがおもしろいお話です。 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

   

 

北塩原村公民館 令和８年 2月 第５8号 

▲裏磐梯幼稚園の本棚 



 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 北塩原村公民館 ℡ 23-5236 

生涯学習センター図書スペース 9：00～17：00(土・日・祝休館)  

 今月のミニ展示 

今月のミニ展示のテーマは

「KWAIDAN‐怪談‐」です。

今再注目されている日本の怪

談。怖い話は夏のイメージもあ

りますが、寒い冬に読むのもま

た一興。 

少し古い時代を舞台にした小

説や小泉八雲関連の本を集めま

した。ぜひご覧ください。 

児童書・えほん 

今月のおすすめ 

えほん 児童書 

『寒さとくらし』 

宿谷昌則／監修 鈴木信恵／著 ほるぷ出版 

  

  寒い毎日が続いていますね。この本は部屋

を暖かくするためのコツや、服装の工夫が分

かりやすく書いてあります。また、寒い国に住

む人々の文化や、暖房器具の歴史まで紹介さ

れています。冬を暖かく過ごすのに、とても参

考になる本です。 

 

『きぼーる』 

キボリノコンノ／作 白泉社 

  

 おいしそうな食べ物を木で本物そっくり

に作ってしまうキボリノコンノさん。今回の

えほんは、彫刻刀のキーとボーとルーが出て

くる物語になっています。木材がだんだん食

べものに変わっていく様子も、とてもおもし

ろいですよ。 

すき間の文学イントロクイズ ★海外文学編★ 

何という作品の冒頭文でしょうか？ 

① 「それはすべての時世の中で最もよい時世でもあれば、すべての時世の中で最も悪い時世でもあった。」 

② 「この物語の主人公アレクセイ・フョードロヴィッチ・カラマーゾフの伝記にとりかかるに当たって、

自分は一種の懐疑に陥っている。」 

③ 「私はきびしい寒さを物ともせず、二千里の遠方から二十余年ぶりで故郷へ帰って来た。」 

※版や訳者の違いにより、文言に若干の違いがある場合があります。 

すき間の文学イントロクイズの答え 

① 『二都物語』著／ディケンズ ②『カラマーゾフの兄弟』著／ドストエフスキー ③『故郷』著／魯迅 

『冬虫夏草』 

 

著／梨木 香歩 

新潮社 

村民のおすすめ本 

村内在住の方のおすすめ、 

『冬虫夏草』 

   著／梨木香歩 新潮文庫 です。 

 亡くなった友の家を守りながら暮らす作家の綿貫が主人公の

『家守綺譚』という小説の続編です。明治後半ごろを舞台とした

古風な雰囲気のなかで、人や人ならざるものとの出会いを描いた

大人のファンタジーです。 

 いなくなった忠犬ゴローを探しに鈴鹿の山に入った綿貫で

すが無事にゴローと再会することができるのでしょうか。目に

見えない存在に畏敬の念を抱くことは、日本人にとって今でも

ごく自然なことなのかもしれないと思いました。読後は穏やか

で清々しい気持ちになります。 


